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Ⅰ．総括 

近年、少子高齢社会が急速に進行する中で、地域の人間関係の

希薄化に伴って住民相互の関心や理解が低下し、地域における社

会的孤立の問題が深刻になってきていますが、長引くコロナ禍に

よって、孤立・孤独の問題がさらに顕在化し、様々な課題を複合

的に抱える世帯や生活に困窮する世帯が増加しました。 

 

  このような状況を踏まえ、本会では、コロナの影響による生活

困窮世帯への緊急小口資金や総合支援資金の特例貸付をはじめ、

就労支援などの事業の活用、さらには緊急食糧支援を行うなど、

関係機関と連携しながら生活困窮者への支援に努めました。 

  また、地域で行われている様々な福祉活動についても、コロナ

ウイルスへの感染リスクから、以前のような活動が十分行えない

ような状況が続いていましたが、そうした中でも工夫しながら活

動を行えるよう、地域担当者が各地域に足を運んで、地域の課題

や悩みを聞き、一緒に考えるなど､地域活動への支援に取り組み

ました。 

  介護保険サービスや障がい福祉サービスについても、利用者の

方に安心して利用していただけるよう、引き続き感染予防に注意

を払いながら、丁寧なサービス提供に努めました。 

 

  一方、社協の経営環境は年々厳しさを増し、事業活動を支える

経営基盤の安定と人材の育成・確保が大きな課題となっていま

す。また、コロナ禍が続く中で、地域福祉を取り巻く状況も著し

く変化しており、社協活動についても、こうした変化に的確に対

応し、中長期的視点に立って展開していくことが求められていま

す。 

  このような中、令和５年度から５年間の地域福祉活動の取り組

み方針等を示す「第３次八幡市地域福祉推進計画」を八幡市と協

働で策定したところです。また、各部会において令和３年度から

検討していた、社協が取り組むべき重要課題への対応方針につい

て取りまとめを行いました。 

これらの計画や方針を、今後の社協活動の充実・発展に生かし

ていくこととします。 
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Ⅱ．重点活動 

 １．財政活動 

   地域に根差した社協活動を持続的に進めるうえで、会費をは

じめ、共同募金の配分金、寄附金などの自主財源の安定的な確

保が大きな課題となっています。 

   会費については、コロナ禍によって自治組織の活動が困難な

状況にもかかわらず熱心に取り組んでいただき、貴重な会費を

納入いただきました。なお、関係の皆様の熱心な取組により、

普通会員、特別会員、賛助会員の会員数及び会費の総額につい

ては、それぞれ前年度を上回る結果となりました。 

   共同募金についても、街頭募金活動などがまだ制約を受ける

中、赤い羽根共同募金や歳末助け合い運動に取り組み、住民参

加型福祉活動への支援等に活用しました。 

   市民や企業から多くの寄附を頂きましたが、前年度に引き続

いて大口の寄附もあり、例年に比べて大きな金額となりました。 

 ２．組織の強化 

理事と評議員で構成する部会では、前年度に引き続き、部会

ごとに設定したテーマで社協活動に係る重要事項を検討し、今

後の取り組み方針等について取りまとめを行うとともに、事業

計画に基づく点検と評価を行い、進行管理に努めました。 

   役員研修会については、京都地方気象台から講師を招き、災

害をテーマに福祉会館で実施しました。 

   職員研修については、全職員を対象としたコンプライアンス

研修を引き続き実施するとともに、ハラスメント研修や火災発

生を想定した消防訓練に取り組みました。また、日常業務に活

かせる専門資格の取得を奨励しました。 

   また、地域における様々な福祉課題に対して総合的に対応で

きるよう、２名の職員を地域担当として配置し、きめ細かな地

域のニーズ把握に努めました。 

 ３．地域福祉推進計画の推進と次期計画の策定 

   「認め合い 笑顔で結ぶ わたしたちのまち」を基本理念と

する第２次地域福祉推進計画は最終年の５年目を迎え、３つの

基本目標の達成に向け、八幡市と連携を図りながら、重点プロ

ジェクトである「談活プロジェクト」をはじめとする各事業の

推進に努めました。 

   また、令和３年度から八幡市と協働で策定を進めてきた第３

次地域福祉推進計画については、関係団体等へのアンケート調

査や様々なワークショップを実施するなど、広く市民の意見を
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聴きながら、さらに計画策定委員会で議論を深め、取りまとめ

を行いました。「手と手がつながり 広がる輪 みんなでつく

る おもいやりのまち」を基本理念に、今後、様々な地域福祉

活動に取り組んでいくこととします。    

４．災害ボランティアセンターの運営 

  災害ボランティアセンターでは、災害発生時に迅速に対応で

きるよう、運営委員会を年２回開催しました。 

訓練・研修会については、福祉課職員全員を対象に災害ボラ

ンティアセンターの役割についての研修を行うとともに、災害

時における住民のニーズの聞き取り訓練を実施しました。 

  また、災害ボランティアセンターの役割等について、広く市

民への啓発を行うため、休日にイズミヤ八幡店においてパネル

展示等を実施しました。 

  さらに、災害時等においてどのような事業を優先して継続し

ていくのか予め想定しておくため、「事業継続計画」の検討を深

め、基本的な考えを整理しました。 

５．相談機能の充実と生活支援の推進 

  コロナ禍の影響によって生活に困窮する世帯を対象に実施さ

れていた生活福祉資金の緊急特例貸付が９月末まで行われ、受

付・相談窓口として、多くの世帯への支援を行いました。 

  また、生活に困窮する市民の自立促進を図るため、家計改善

支援事業及び被保護者等就労支援事業に関係機関と連携しなが

ら取り組みました。 

  ふれあい福祉センターでは、市民の身近な相談窓口として、

複雑・多様化する相談に対して関係機関と連携しながら丁寧に

対応しました。 

  福祉サービス利用援助事業では、判断能力に不安のある市民

の方が安心して生活が送れるよう、府社協と連携しながらきめ

細かな支援を行いました。 

  地域活動支援センターやまびこでは、障がいをもつ人に対し

て「通いの場」を提供するとともに、生活の安定を支援するた

めのサービス利用の計画相談を実施しました。 

６．絆ネットワーク構築支援事業 

  絆ネットワークコーディネーターを配置し、地域活動者や福

祉専門職、関係機関が集まり、地域の課題等について話し合う

地域懇談会を２回開催するなど、地域が取り組む活動を支援し

ました。 
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７．福祉委員会の活動支援 

  身近な地域で住民による支え合い活動や交流活動を行う福祉

委員の情報共有が図れるよう、「福祉委員会通信」を年２回発行

した他、全体の交流会を開催するなど、福祉委員の活動を支援

しました。 

  また、福祉委員同士が日頃から気軽に情報交換・交流ができ

るよう、福祉会館ロビーで「情報交換サロン」を始めました。 

８．ボランティア活動への支援 

  ボランティア活動に興味や関心のある人がボランティアを始

めるきっかけづくりとなるよう、中高生や一般の人を対象にし

た講座を開催しました。 

  また、市民にボランティア活動を広く知ってもらい、交流を

深めること目的に、「みんなで創る福祉のつどい」を各団体の協

力のもと３年振りに集まって開催しました。 

９．広報啓発活動の推進 

  社協法人化 50 周年を契機に社協について広く市民に知って

もらえるよう、50 周年記念講演会を開催しました。 

  社協に関する情報提供を行うため、年４回、「社協だより」の

全戸配布を行うとともに、ホームページにおいて最新情報を発

信しました。また、多様な手段を活用した情報発信を行うため、

インスタグラムやツイッターによる情報発信に努めました。 

  さらに、市民に地域福祉や社協活動について理解を深めてい

ただくため、「市民福祉講座」を充実させるとともに、「福祉出

前講座」に職員の派遣を行いました。 

10. 介護保険関連事業 

  介護サービスを行う上で基本となる法令遵守に努め、地域に

根ざした社会福祉協議会ならではのきめ細やかなケアプランを

作成するとともに、コロナ禍においても安心して利用いただけ

るよう、感染予防に十分注意しながら介護サ－ビスを提供しま

した。 

  介護保険法に定める居宅サービスや障がい福祉サービスの範

囲を超えてサービス提供を希望する市民に対し、有償によるス

マイルサポート事業を実施するとともに、介護予防を図るため

の地域支援事業についても、引き続き積極的に取り組みました。 

  介護予防・日常生活支援総合事業として、事業対象者又は要

支援の利用者の生活機能の維持・向上を図るため、「ランチ De

サービス事業」や「閉じこもり予防事業」等に取り組みました。 

  八寿園デイサービス事業では、自分らしく生き生きと楽しい
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日常生活を営んでいただけるサービス提供に努めました。 

  高齢者の方々が、介護支援サポーター活動を通じて地域貢

献や社会参加することで、より健康で生きがいのある生活を

送られることを目的とした「介護支援サポーター制度事業」に

ついても、コロナ禍で受け入れ施設が減少する中、引き続き取

り組みました。 

11. 受託事業の運営等 

  八幡市からの受託事業として障がい者の移動支援を行うため

のリフトカーを運行するとともに、八幡市から指定管理を受け、

福祉会館及び八寿園の管理運営を行いました。 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

1.財政活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社協会員の加入促進 

      会費       3,296,036円 

        500円普通会員   3,753口 

       3,000円特別会員     112口 

       10,000円賛助会員       29口 

                500円未満協力金  3,591口 

       会員加入率            11.6% 

 

・寄付金等 寄付件数44件 金額:6,497,297円 

・ふれあい福祉基金 

年度末基金総額:  18,329,314円 

（R4.運用益収入：144,710円） 

・ボランティア基金 

年度末基金総額:  101,124,625円 

（R4.運用益収入: 1,463,764円） 

・障害者（児）福祉基金 

年度末基金総額:   12,495,808円 

（R4.運用益収入: 134,388円） 

・自動販売機の収入          52,910円 

 

3,258,465円 

3,720口 

107口 

25口 

4,488口 

11.5% 

 

41件 8,083,704円 

 

18,329,314円 

(148,367円) 

 

R3.101,124,625円 

R3.運用益収入1,463,764円 

 

R3. 12,495,808円 

R3.運用益収入（134,388円） 

R3. 57,102円 

2.組織活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・理事会・評議員会・監事会 

理事会           4回開催 

評議員会          3回開催 

監事会           1回開催 

    評議員選任・解任委員会   1回開催 

・専門部会 

  広報啓発部会        4回開催 

  総務部会          3回開催 

  介護保険・障がい福祉部会  3回開催 

  地域福祉部会        3回開催 

 

・【役員研修会】 

 実施日：令和5年3月23日（木）15:00~16:00 

 テーマ：「山城地域に起こりうる気象災害について」 

 講師：京都地方気象台 統括予報官 田中秀和氏 

 参加者：19名 

 

・【職員研修】 

・ハラスメント研修 

実施日：令和4年7月14日（木）10:00～11:00 

令和4年7月15日（金）13:30～14:30 

 参加者：22名 

 

 ・コンプライアンス研修 

 実施日：令和5年3月22日（水）10:00～11:30 

     令和5年3月24日（金）13:30～14:30 

 

5回開催 

4回開催 

   1回開催 

2回開催 

 

   4回開催 

   3回開催 

   3回開催 

   3回開催 

 

役員研修会 

実施日：令和4年3月18日 

15:00～16:00 

テーマ：地域における相談支援

体制づくりと社協の役割につ

いて 

講師：京都府社会福祉協議会 

福祉部長 坂田 徹 

参加者：27名 

 

職員研修 

・交通安全研修 

実施日：令和3年12月20日 

14:00～15:00 

参加者：20名 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

2.組織活動  参加者：30名 

  ・災害ボランティアセンター設置・運営訓練 

 実施日：令和4年9月11日（日）9:00～11:00 

 参加者：34名 

 

 ・消防訓練 

 実施日：令和4年9月13日（火）13:30～14:45 

 参加者：11名 

 

・コンプライアンス研修 

実施日：令和4年1月12日  

9:00～10:00 

令和4年1月14日 

13:30～14:30 

参加者：31名 

・避難訓練  

実施日：令和４年3月29日 

9:00～11:00 

参加者：14名 

 

3. 災害ボラ

ンティアセ

ンターの運

営 

 

 

①啓発 

・ふら～っと社協「ちょボラ展」 

日時：令和5年1月15日 

場所：イズミヤスーパーセンター八幡店 

内容：災害ボランティアセンターの役割等パネル展示、災

害ボランティア体験 

 

②訓練・研修会 

・災害ボランティアセンター職員研修 

日時：令和4年6月21日・23日 

参加者：34名 

内容：災害ボランティアセンターの役割について 

 

・八幡市災害ボランティアセンター設置運営訓練 

日時：令和4年9月11日 

参加者：13名 

内容：ニーズ把握に関するロールプレイ 

 

 

③運営委員会 

・第1回：令和4年7月29日（金） 

・第2回：令和5年2月24日（金） 

 

①備品整備 

・使い捨て医療用ガウン 

275枚 

・使い捨てプラスチックガウン

1,000枚 

・新型コロナウイルス 

抗原検査キット   100個 

 

②啓発 

・ホームページ上に、災害ボラ

ンティアセンターの活動内容

をまとめたページを作成 

 

③訓練・研修会 

・実施日：令和4年1月16日 

災害時体制移行訓練（図上訓

練）を実施 

・参加者：職員14名 

 

③運営委員会の開催 

・第１回：令和3年11月1日 

・第２回：書面決議 

4. 高齢者福

祉事業 

 

 

 

 

 

 

 

・フリージヤ弁当  年間延べ      189世帯 

   378食 

 

・福祉機器の貸出  車イス      58回貸出 

                  （体験貸出4回） 

 

・テレフォンボランティアサービス事業 

利用登録者   13名 

ボランティア  12名(年間延べ196名) 

 

 

155世帯 

   310食 

（コロナにより3回中止） 

  60回貸出 

     (体験貸出2回) 

 

    

12名 

 12名（年間延べ193名） 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

5. 障がい者

（児） 

福祉事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・福祉機器の貸出  車イス  58回貸出（再掲） 

(体験貸出4回) 

                              

 

 

・障害者（児）福祉基金（助成） 

助成先 助成金額 事業内容 

短期入所事業所 

昴 
70,000円 サーキュレーター９台 

放課後等デイサービス 

チュウヒ 
70,000円 

収納庫 

 
 

60回貸出（再掲） 

   (体験貸出2回) 

 

 

 

 

・きろろん  70,000円 

（敷地内通路の壁に新たな扉の設置） 

 

・グループホーム Arbo70,000円 

（衣類乾燥機の購入） 

6. 児童福祉

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・夏のちょボラ学校 

日時：①入学式 令和 4 年 7 月 29 日（金） 

   ②体験 令和 4 年 8 月 1 日（月）～8 月 7 日（日） 

   ③卒業式 令和 4 年 8 月 12 日（金） 

参加者：15 名（申込人数）【のべ人数 33 名】 

内容：図書館ボランティア、松花堂庭園案内ボランティア、

調理実習、パラスポーツ、農業ボランティア体験 

※選択制 

   

 

 

・福祉教育協力事業 

1）くすのき小学校 

【聴覚障がい理解教育】 

対象：4 学年 3 クラス 日程：令和 4 年 11 月 9 日（水） 

【視覚障がい理解教育】 

対象：3 学年 3 クラス 日程：令和 4 年 11 月 16 日（水） 

【肢体不自由障がい理解教育】 

対象：5 学年 3 クラス  日程：令和 5 年 1 月 17 日（火） 

 

2）南山小学校 

【聴覚障がい理解教育】 

対象：4 学年 2 クラス 日程：令和 5 年 1 月 30 日（月） 

【視覚障がい理解教育】 

対象：3 学年 1 クラス 日程：令和 5 年 2 月 1 日（水） 

【肢体不自由障がい理解教育】 

対象：5 学年 2 クラス 日程：令和 5 年 2 月 3 日（金） 

 

3）八幡小学校 

【聴覚障がい理解教育（手話）】 

対象：5 学年 3 クラス 日程：令和 5 年 1 月 31 日（火） 

 

・中高生向けの福祉に関する

動画を作成し、ホームページ

上で上映 

アンケート調査結果 

 回答者：9名 

※アンケート回答で図書カー

ドをプレゼント 

 

 

 

 

 

・くすのき小学校・中央小学校の

福祉体験学習に協力 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

6. 児童福祉

事業 

 

4）中央小学校 

【肢体不自由障がい理解教育】 

対象：6 年生 2 クラス 日程：令和 5 年 2 月 14 日（火） 

 

 

5）男山第三中学校 

【点字体験、手話体験】 

対象：1 学年 5 クラス  日程：令和 5 年 3 月 17 日（金） 

 

 

 

・要保護児童訪問支援事業 

 ヘルパー7名を3家庭の利用者へ 

       76回   47時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・要保護児童訪問支援事業 

ヘルパー5名を4家庭の利用者へ 

 77回   61時間 

7.共同募金 

配分事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・共同募金運動の配分金では、1,540,622円の配分を受け、

自主事業である下記の事業に活用しました。 

 

・フリージヤ弁当配食事業          250千円 

・テレフォンボランティアサービス事業    150千円 

・福祉当事者団体活動補助事業           340千円 

・障がい者週間啓発事業              75千円 

・社協活動啓発事業               326千円 

・ボランティア活動支援事業           350千円 

・サロン活動支援事業           50千円 

 

 

 

・歳末たすけあい運動では 2,636,552円の配分を受け、配

分委員会で検討の結果、住民参加型の福祉活動や障がい者

通所事業所などへ配分しました。 

 

・老人施設入所者           1名      3千円 

・障がい者通所事業所        7ヶ所   498千円 

・障がい者共同生活事業所      5ヶ所  156千円 

・おせち料理配食          87世帯  261千円 

・地域福祉推進事業         32団体 1,111千円 

・福祉当事者団体          8団体  160千円 

・災害ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ積立金            300千円 

・緊急食糧支援事業          50食    67千円 

・子どもの居場所づくり助成事業  2団体  80千円 

 

 

 

 

 

1,508,585円 

 

 

119千円 

150千円 

340千円 

75千円 

286千円 

350千円 

188千円 

 

 

 

2,522,931円 

 

 

 

2名      6千円 

7ヶ所    465千円 

6ヶ所   198千円 

97世帯    291千円 

32団体   1095千円 

5団体   100千円 

300千円 

50食   67千円 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

8．貸付等援護

事業等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生活困窮者等家計改善事業（被保護者世帯含む） 

新規相談受付件数   42件 

            相談利用人数合計  247名 

            相談利用実績合計 1129件 

 

・被保護者等就労支援事業 

 （生活困窮者含む） 

            新規支援件数    30件 

            今年度支援件数    57件 

               就職者数    32名 

 

・たすけあい資金貸付                  2件 

 

 

・生活福祉資金貸付      60件  16,710千円 

 【内訳】 

教育支援費         21件    7,000千円 

就学支援費         20件    7,708千円 

福祉費           12件    1,352千円 

緊急小口資金      7件     650千円 

 

特例緊急小口資金      65件   12,900千円 

特例総合支援資金        65件   35,200千円 

特例総合支援資金（延長）           0件0円 

特例総合支援資金（再貸付）      0件0円 

                 合計 130件  48,100千円 

 

 

      

 25件 

      171名 

      859件 

 

 

            42件 

      71件 

      44件 

 

 

 2件 

 

 

48件    22,284千円 

 

   21件   13,805千円 

18件    6,527千円 

    7件    1,752千円 

     2件      200千円 

 

  277件  55,100千円 

  256件 137,720千円 

   114件  62,700千円 

  351件 192,040千円 

合計  998件 447,560千円 

 

9．住民参加

の地域福祉

推進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・くらしのサポート愛（まな）ちゃんの、利用会員と協力

会員をつなぐコーディネートに努めました。 

＜会員登録状況＞ 

  ・利用会員   4名 

  ・協力会員  3名 

  ・賛助会員  0名 

   合計     7名 

 

＜サービスの内容＞ 

家事 介助 移送 

回数 時間 回数 時間 回数 時間 

49 50 0 0 0 0 
 

 

 

（会員登録状況〉 

  4名 

      4名 

     0名   

合計8名 

 

〈サービスの内容〉 

家事  49回   43時間 

介助   2回   11.5時間 

移送  0回    0時間 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

10.ふれあい

福祉センタ

ー事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民の複雑で多様化する相談内容について、関係機関

との連携や出張相談等を活用して対応しました。  

相談件数 95件（実相談者数：63名） 

 

 

 

〔相談内容〕 

 

項目 件数 項目 件数 

生計 19 近隣トラブル 2 

住宅 2 健康 1 

家族 20 医療 2 

苦情 1 精神 8 

高齢 20 人権 1 

その他 19 

 

 

 

 

 

 

 

101件(60名) 

 

 

 

 

 
 

項目 件数 項目 件数 

生計 11 近隣ﾄﾗ

ﾌﾞﾙ 

  5 

住宅 3 健康   2 

家族 15 医療   2 

苦情 4 精神 18 

高齢 26 人権   4 

その他 11 

11.地域活動

支援センタ

ー事業 

 

 

 

 

 

 

 

・利用者総数1,668名（サロン利用者総数690名） 

 

 

 

・利用者の働くプログラムとして「やまびこ Café」を

隔月で実施しました。        

開催日・参加人数  5月25日 42名 

        10月26日 67名 

        12月21日 59名 

   2月22日 72名 

           

 

 

 

 

・やまびこ作品展    7月24日・9月2日～9月9日 

                     53名 

 

 

 

・令和４年度ガイドヘルパー養成講座 

1月28日・1月29日・2月4日・2月5日 

受講者20名 

 

 

 

利用者総数1,921名 

（サロン利用者総数：927名） 

 

 

やまびこ Café の開催 

5月・9月・3月 

合計111名参加 

 

 

 

やまびこ運動会 

10月30日 24名 

（内ボランティア7名） 

 

やまびこ作品展 

9月28日・3月30日 

76名 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

12.ボランテ

ィア活動セ

ンター事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ボランティア活動センター運営委員会 4回開催 

                                 

・市民啓発事業 

 13回みんなで創る福祉のつどいの開催 

日時：令和5年3月19日（日）13:00～16:00 

 場所：福祉会館 

 来場者数：228名 

 内容：車いす体験、ボッチャ体験、エコ子供工作、紙カ

ップカーリング、手話体験コーナー、点字で名刺づくり、

ろくおん体験コーナー、ホワイトボードづくり、赤いは

ねカフェ、こどもあそび広場、ペンシルバルーン 

 

 

・ボランティア講座 

（YAWATA はじめての、ボランティアプログラム） 

1)やわたのまちをきれいにしよう！ 

コツコツモクモクおそうじボランティア 

   日時：令和4年10月8日(土)9:30～11:00 

場所：石清水八幡宮 

参加者：16名 

内容：石清水八幡宮を掃除（草引き、ごみ拾い等） 

 

2)ぐるっと、自分発見！リアル人生すごろく 

 日時：令和4年11月19日(土)13:00～15:00 

 場所：八寿園 大広間 

 参加者：6名 

 内容：すごろくをしながら様々なボランティア体験を行う 

 

3)あそびラボ 

 日時：①令和4年12月17日(土)、 

②令和4年1月21日(土)、 

③令和4年2月18日(土) 

 場所：福祉会館 

 参加者：①2名 ②3名 ③6名 

 内容：①プログラムづくり（紙コップカーリング） 

②買い出し、試作品づくり 

③プレイベント(子ども食堂の参加者に向けて) 

 

 

・ボランティア保険の加入者数 1,363名 

・福祉行事保険 311件 

    

 

 

・ボランティア連絡協議会 16団体（272名） 

 

         3回開催 

  （書面審議1回） 

市民啓発事業 

「Web 版みんなで創る福祉のつどい」 

実施日：R4.3.1～R4.3.31 

活動紹介や学びを動画で配信 

総動画再生回数：396回 

 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱきっかけ講座 

動画4本の配信 

（視聴後のハートマーク） 

4本合計220回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ保険： 1,393名 

福祉行事保険：276件 

 

 

 

 

ボランティア連絡協議会 

16団体(307名) 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

13.福祉委員

会の設立推

進並びに活

動支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・令和4年度福祉委員会設置数   32団体 

 

・令和4年度福祉委員数      353名 

 

・ふれあいサロン 49ヶ所 延べ 709回開催 

 

 

 

【福祉委員交流会】 

実施日：令和4年11月12日（土） 13:30～16:00 

場所：八幡市立福祉会館活動室3・4 

参加数：37名 

内容：談活しょう！サイコロトーク 

対抗！頭と体を使ったミニレクリエーション大会 

 

 

 

 

 

 

 

【福祉委員会通信の発行】 

第8号 発行：令和4年5月30日 

第9号 発行：令和4年9月20日 

 

 

 

【福祉委員情報交換サロンの実施】 

【第1回】 

日時：令和4年4月22日（金）10:00～12:00 

人数：6名 

内容：レクリエーション体験（欽明台中央地区提供）、 

意見交換 

 

【第2回】 

日時：令和4年6月24日（金）10:00～12:00 

人数：9名 

内容：ワークショップ体験（四区提供）、情報交換 

 

【第3回】 

日時：令和4年9月20日（火）14:00～15:30 

人数：15名 

内容：レクリエーション体験、認知症理解啓発、 

情報交換 

 

・委員会の設置数  32団体 

 

・福祉委員数     385名 

 

・ふれあいサロン 

46ｹ所・延べ465回開催 

 

 

【福祉委員交流会】 

実施日：R3.11.6 13:30~16:00 

場所：福祉会館、 

生涯学習センター、集会所 等 

参加者：102名 

内容： 

①コロナ禍における福祉委員活動

の実態アンケート報告  

②取組報告 

③交流タイム 

 

 

 

【福祉委員会通信の発行】 

第4号（6/21）第5号（9/10）第6号

（1/25）第７号（3/17） 

 

 

 

【コロナ禍における福祉委員会活

動の実態アンケートの実施】 

回答数：225名 

期間：R3.9.24～R3.10.20 

内容：市内福祉委員を対象に性別、

地区、年代、コロナ禍での生活の変

化、生活に不安に思うこと 

コロナ禍で活動する上で困ってい

ることや工夫、社協に求めること・

支援 

備考：アンケート報告書の作成（福

祉委員会通信増刊号として配布） 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

14.福祉サー

ビス利用援

助事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

・判断能力が不十分で、日常生活に支障のある高齢者や知

的障がい者、精神障がい者に対し、福祉サービスの利用援

助や日常的な金銭管理を行いました。 

 

利用者数 30名 生活支援員登録者数 10名  

問い合わせ件数 35件 関係機関との調整 1,195件 

新規相談件数 25件 
専門員・生活支援員

の研修への参加 
9回 

・山城北中広域社協合同講座（年11回） 

・第1回専門員・権利擁護担当職員会議（8/2） 

・福祉サービス利用援助事業全体会議（12/15） 

・K-ねっと全国セミナー「最後まで自分らしく」を支えて

いくために（3/2） 

・地域福祉権利擁護事業に係る関係機関・団体等との情報・

連絡会議（3/2） 

・実務研修・事例検討会（3/17） 

・金銭管理の支援など権利擁護支援を必要とする方の地域

生活を支えるために（3/22） 

・第1回生活支援員新任研修（5/27） 

・第2回生活支援員新任研修（11/8） 

・生活支援員現任研修（1/20） 

 

 

利用者数      26名 

問い合わせ件数   9件 

新規相談件数    5件 

生活支援員登録者数 10名 

関係機関との調整 882件 

研修への参加      13回 

 

・山城北中広域社協合同講座（年6回） 

・福祉サービス利用援助事業ブロ

ック別会議（7/28） 

・日常生活自立支援事業専門員実

施強化研修会Ⅰ（オンデマンド動

画視聴） 

・福祉サービス利用援助事業専門

員実務研修（1/28） 

・福祉関係者が知っておきたい任

意後見制度（3/8） 

・地域福祉権利擁護事業にかかる

関係機関・団体等との情報・連絡会

議（3/11） 

・福祉サービス利用援助事業ブロ

ック別専門員・権利擁護担当職員

会議及び事例検討会（3/17） 

・生活支援員現任研修（2/22） 

15.広報活動 

 

 

・年4回 社協だよりの発行 

 

 

 

・社協の存在をより理解していただくために、ホームペ

ージでの情報提供にも努めました。また、インスタグラ

ム、ツイッター、LINE の各 SNS 公式アカウントを開

設、運用し、情報発信ツールとして活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年４回 社協だよりの発行 

 

 

 

・ホームページでの情報提供 

インスタグラム、ツイッターの公

式アカウントを開設 

 

 

 

・社協の概要発行 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

16.啓発活動 

 

 

 

 

 

 

 

・市民の関心の高い暮らしに役立つテーマを設定した 

市民福祉講座を開催しました。 

【テーマ】 

～健康～ 

①「健康を維持する為の口腔ケア」 

②「キッコーマン食育講座」 

 

～防災～ 

①「スマホで防災」 

②「車中泊と防災」（中止） 

 

【講師】 

～健康～ 

①京都府歯科衛生士会 宮城 千加 氏 

②キッコーマン株式会社 永山 竹敏 氏 

 

～防災～ 

①八幡市総務部防災安全課 

②京都府危機管理部災害対策課（中止） 

 

【日時・参加人数】 

～健康～ 

①令和4年8月20日（土）10:30～12:00 参加者：19名 

②令和4年9月3日（土）10:30～12:00 参加者：14名 

 

～防災～ 

①令和4年9月23日（祝金）10:30～12:00 参加者：13名 

②令和4年10月1日（土）中止 

 

・福祉出前講座として、職員を6回派遣しました。 

 

 

 

・法人化50周年記念講演会実施 

 

 

 

・法人化50周年記念誌発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市民福祉講座 

【テーマ】 

第1回終活セミナー 

「成年後見制度について」 

講師：行政書士 伊藤 儀夫 氏 

 

第2回終活セミナー 

「空き家対策について」 

講師：行政書士 本多 智一 氏 

 

 

【日 時】 

第1回目 10月23日（土） 

10:30～12:00 

第2回目  1月29日（土） 

10:30～12:00 

 

【参加人数】 

第1回 26名  第2回 16名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・出前講座 職員7名派遣 
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17.第２次地

域福祉推進

計画の推進

と進行管理

及び次期計

画の策定準

備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）計画の進捗状況に関する点検や助言を頂くために 

八幡市地域福祉推進協議会を7月に実施 

 

（２）第3次八幡市地域福祉推進計画策定委員会を7月、10

月、11月、1月に実施、「外国人聞き取り調査」を4月～6月、 

市民ワークショップを5月、6月、専門職ワークショップと

高校生ワークショップをそれぞれ8月に実施 

 

（３）談活プロジェクト 

【めばえの談活】 

・若者が地域と関わり、地域活動及び福祉・ボランティア 

意識の醸成につなげていくことを目的とする談活の開催 

→4月、6月、9月、10月、11月、12月、2月に実施 

 

【まちの談活】 

・地域活動者にとって、今後の活動のヒントにして頂くた

めに、談活のプロセスや談活を通じて生まれた取組につい

てまとめた「まちの談活事例集」を作成し配布を行った。 

→456部配布 

 

【むすびの談活】 

・八幡市内における福祉課題を洗い出し、そこへの対応策 

を検討することを目的に（計画策定における）専門職同士 

のワークショップの開催 

→令和4年8月22日（月）に実施  

 

（４）「わたしたちの談活プロジェクト」の総括 

【談活ものがたり展】 

・これまでの取組をポスターパネル、写真などの展示を通 

じて広く知っていただくためイズミヤスーパーセンター

八幡店にて開催 

→令和5年3月11日（土）に実施 

 

【談活ものがたり動画配信】 

・これまでの取組をまとめた動画をオンライン配信し公開 

→令和5年3月から八幡市社協 Youtube アカウントにて 

公開 

 

【談活フォーラム】 

・談活の総括を行うことを目的とし、談活参加者とともに 

5カ年の談活を振り返るシンポジウムを龍谷大学名誉教授

加藤博史氏、同志社大学教授野村裕美氏を迎え開催 

→令和5年3月29日（水）実施 

 

 

 

 

・八幡市地域福祉推進協議会を

8月に開催 

 

・第三次地域福祉推進計画策定委

員会を10月と1月（書面決議）と3

月 

計画策定作業部会を9月と1月に開

催 

 

めばえの談活 

・市民のボランティア活動への理

解と関心を高めることを目的とし

た動画       合計220個 

・高校生が中心の談活の開催 

 →高校生談活3回、高校生と第五

区の談活3回 

 

まちの談活 

・若い世代の活動参加をテーマに

した談活を男山Ｅ地区で1月に

開催 

・「まちの談活」の事例集を作成 

（B5フルカラー、16P、1000部） 

 

むすびの談活 

・特定分野の専門職と民生児童委

員が一同に会する談活を開催し

専門職と地域の相互理解を深め

た 

 →8月と11月に開催 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

18.絆ネット

ワーク構築

支援事業 

・第1回絆ネット地域懇談会 

日時：令和4年9月1日（木） 14:00～16:00  

場所：八幡市立 生涯学習センター ふれあいホール 

テーマ：日頃の活動・暮らしから見えてくる課題・想いに

ついて 

①報告 これまでの絆ネットをふりかえって 

②意見交換 男山地域での暮らし・活動から見えてくる課

題・想い 

参加者：14名※第1回は地域活動者のみ 

 

・第2回絆ネット地域懇談会 

日時：令和4年11月30日（木）14:00～16:00 

場所：八幡市立 生涯学習センター ふれあいホール 

テーマ：私たちの暮らしに必要な情報とは 

①ミニ講演会（講師：龍谷大学名誉教授 加藤 博史氏） 

②事例検討（「自分が」「隣人が」「地域として」様々な立場

から考えてみる） 

参加者：20名※第1回は地域活動者のみ 

 

 

・第1回絆ネット地域懇談会 

日時：令和3年11月25日 

 14:00～16:00 

場所：男山中央センター集会所 

参加者：34名 

 

内容： 

1）取組報告 

2）意見交換（進行：龍谷大学名誉

教授 加藤博史氏） 

 

・アンケートの実施 

対象：絆ネット地域懇談会参画団体 

（市役所を除く29団体） 

さくら・くすのき小学校区の各自

治会・福祉委員会（22団体） 

回収：個人33件・団体43件 

19.受託事業

の運営 

 

・リフトカー運行事業 

リフトカー運行状況は下記のとおりです。 

公的機関 医療機関 その他 計 利用延べ人員 

0 171 92 263 263 

(利用実人員 

16人) 

 

 

・産前産後ホームヘルパー派遣事業 

 ヘルパー6名を13家庭の利用者へ派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

145回 150時間 
 

 

公的機関  0 

      医療機関 192 

     その他  80 

       計      272 

(利用実人員  19人) 

 

 

・産前産後ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業 

 4名を8家庭の利用者へ 

  派遣回数   32回 

  派遣時間 34.5時間 

20.施設の管

理運営 

 

 

 

・八幡市立八寿園運営管理 

【利用者総数】 

 11,936名（男性4,643名・女性7,293名） 

（利用制限有） 

 

 

 

・福祉会館運営管理 

【利用者総数】 

   利用者総数：11,623名 

   利用団体数：   36団体 

・八幡市立八寿園 

 利用者総数  7,810名 

（男性： 3,207名） 

（女性： 4,603名） 

（緊急事態宣言中、休園・蔓延

等防止措置中、利用制限有） 

 

・福祉会館 

利用者総数  9,192名 

利用団体数   34団体 

（緊急事態宣言中や蔓延等防

止措置中、制限有） 
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21.介護保険

関連事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・居宅介護支援事業 

・介護支援専門員（ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ） 6名で、延べ11件 

（内他市町村4）の介護認定調査を行いました。 

【ケアプラン作成状況】 

     ・要介護度1   599名 

       ・要介護度2   595名 

       ・要介護度3   280名 

       ・要介護度4   169名 

       ・要介護度5   159名 

        合計     1,802名 

 

 

 要支援1・2の方の介護予防サービス計画を作成しまし

た。その延べ件数は287件でした。 

 

 

 

 

 

 

 

・訪問介護事業 

サービス提供責任者5名、訪問介護員24名により 

延べ13,957名にサービス提供をしました。 

 回数 時間 

身体介護 3,430 2,166 

身体生活 1,368 1,524.5 

生活援助 5,055 4,593 

介護予防 4,104 5,655.5 

合 計 13,957 13,939 

 

・スマイルサポート事業 （自費サービス） 

 利用者が可能な限りその居宅において、その有する能力

に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、自費サ

ービスの提供を行いました。 

        登録利用者 13名 延べ 97回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6名で延べ11件 

（内他市町村4件） 

 

・要介護度1    453名 

・要介護度2   495名 

・要介護度3   329名 

・要介護度4      184名 

・要介護度5      128名 

   合計   1,589名 

 

 

 

延べ284件 

 

   

 

 

 

 

 

 

サービス提供責任者6名 

訪問介護員-21名延べ12,124名 

 回数 時間 

身体介護 1,888 1,281.5 

身体生活 947 1,067.5 

生活援助 4,729 4,349 

介護予防 4,560 4,408.5 

合計 12,124 11,106.5 

 

 

 

 

登録利用者14名 延べ110回 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

21.介護保険

関連事業 

・認知症対応型通所介護事業 

 「八幡市立八寿園」で実施している八寿園デイサービス

事業については、238名、2,055回の利用をいただきました。

（平均介護度1.8） 

 

・地域支援事業 

要支援・要介護に陥るリスクの高い高齢者を対象に状

態の悪化を防止することを目的に予防事業を行いました。 

 

◇閉じこもり予防支援事業・口腔機能向上支援事業 

 栄養改善事業 

・いきいき介護予防教室（54回開催） 

  登録者数 19名・延利用人数 272名 

 

◇ランチＤe サービス（調理実習・会食） 

 ・登録者数9名 ・ 46回開催 

  延べ利用人数295名 

  延べ従事者数247名 

 

◇運動器の機能向上事業 

・パワーアップ介護予防教室（60回開催） 

   登録者数 41名・延利用人数 582名 

 

◇閉じこもり予防事業 

 ・はつらつ健康教室（66回開催） 

  登録者数 36名・延利用人数 536名 

 

・介護支援サポーター事業 

 高齢者自身による社会参加を通して、介護予防を推進す

るために実施する事業。 

合計登録者103名（R4.新規登録10名） 

 

・軽度生活援助事業 

延利用者数 利用回数 利用時間 

    0     0      0 

 

・寝具乾燥丸洗いサービス事業 

 

 

 

 

乾燥消毒サービス  丸洗いサービス  計 

実施回数 延利用者数 実施回数  延利用者数 実施回数  延利用者数 

4 102 2 68 6 170 

 

 

 218名・2,040回 

平均介護度2.2  

 

 

 

 

 

 

 

 

（54回開催） 

登録者数22名・延利用人数294名 

 

 

登録者数11名  47回開催 

延べ利用人数 375名 

延べ従事者数 278名 

 

 

（60回開催） 

登録者数37名・延利用人数552名 

 

 

（61回開催） 

登録者数41名・延利用人数483名 

 

 

 

 

 108名(R3.新規登録9名) 

 

 

延利用者数 利用回数 利用時間 

0   0  0 

 

 

 

 

 

 

乾燥消毒サービス 丸洗いサービス 

回数 利用者数 回数 利用者数 

4 112 2 68 

計 

実施回数  延利用者数 

  6  180 
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事業項目 本年度実施状況 前年度実績 

22.障がい福

祉サービス

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・障がい者居宅介護事業 

ヘルパー13名を5名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

756 620 

 

・知的障がい者居宅介護事業 

ヘルパー5名を3名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

188 251.5 

 

・精神障がい者居宅支援事業 

ヘルパー2名を2名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

22 16.5 

 

・身体障がい者移動支援事業 

ヘルパー5名で6名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

110 393.5 

 

・知的障がい者移動支援事業 

ヘルパー8名で11名の利用者に派遣しました。 

派遣回数 派遣時間 

103 381.5 

 

・精神障がい者移動支援事業 

ヘルパー3名を1名の利用者に派遣しました。  

派遣回数 派遣時間 

9 19 
 

13名で7名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

1,050 926 

 

 

 2名で2名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

  342  266.5 

 

 

3名で3名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

   58 57.5 

 

 

7名を6名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

  124 492.5 

 

 

10名を8名の利用者へ 

(内、児童にもヘルパー1名で1名の

利用者に派遣) 

派遣回数 派遣時間 

88 332 

 

1名を1名の利用者へ 

派遣回数 派遣時間 

   7 27.0 

 

 

 

 


